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   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  401/12     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/506    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5386   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月2日(2020.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式I：
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【化１】

[式中、
　R1は、水素、ハロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシまたはハロアルコキシであり
;
　Xは、アルキレンまたはアルケニレンであって、ハロ、アルキル、ハロアルキルヒドロ
キシ、アルコキシ、ハロアルコキシおよび(C3-7)-スピロシクロアルキルから選択された0
～4個の置換基を有しており；および
　Yは、O、ピペラジニルまたはモルホリニルである]
の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項２】
　YがOである、請求項１記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項３】
　Yがピペラジニルである、請求項１記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項４】
　Yがモルホリニルである、請求項１記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項５】
　Xが(C5-7)-アルキレンである、請求項１記載の化合物またはその医薬的に許容される塩
。
【請求項６】
　Xが(C5-6)-アルケニレンである、請求項１記載の化合物またはその医薬的に許容される
塩。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の化合物またはその医薬的に許容される塩、ならびに医
薬的に許容される担体を含む、医薬組成物。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれかに記載の化合物またはその医薬的に許容される塩を含む、神経
変性障害、精神疾患、癌、代謝性疾患および炎症性疾患からなる群から選択される疾患、
障害または症状を治療するための医薬組成物。
【請求項９】
　請求項１～６のいずれかに記載の化合物またはその医薬的に許容される塩を含む、アル
ツハイマー病、前頭側頭型痴呆、進行性核上性麻痺、嗜銀顆粒病、大脳皮質基底核変性症
、ピック病、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症、脳卒中、ハンチントン病、末梢神経
障害、外傷性脳損傷、脊髄外傷および血管性痴呆からなる群から選択される症状を治療す
るための医薬組成物。
【請求項１０】
　アルツハイマー病の治療に関する、請求項９記載の医薬組成物。
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